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土 佐の 国の 東端、 阿波の 国境に 近い 処に野 根 山と 

云う 大きな 山が あって、 昔 は 土 佐から 阿波に 往く 街道 

になって いた。 承 久の乱 後 土 佐へ 遷 御せられ た 後 土 御 

門 上皇 も、 この 山中で 大雪に 苦しまれ たと 云う ことが 

「承久 記」 の 中に も 見えて いる。 旧幕の 比 は 土 佐 藩で 

岩 佐の 関と 云う 関所 を 置いて あった。 これ は 土 阿の 国 

境に 聳立 つ た 剣山 や 魚 梁 瀬 山の 脈 続きで、 山の 中の 高 

ぃ処は 海抜 四千 一 百 五十 尺 も ある。 今、 安芸 郡の 奈半 

利 村から 東に 向って 登る と、 米 ヶ岡、 装束が 森な ど 云 



き 着く に は、 どうしても 夜になる ぞと彼 は 思 つ ていた- 

と、 背に 風呂敷 包 を 負うた 一 人の 女が、 杉の 根本に 

倒れる ように 坐って、 苦しそう に 呻いて いた。 飛脚 は 

急いでい たが、 人通りの ない 山路で 難儀して いる 者 を 

打ち やって 置け ない ので、 その 傍へ 住った。 

「どうした、 どうした」 と、 飛脚 は 女の 肩に 手 を かけ 

るよう にした。 

女 は 妊娠して いたが、 其処 を 通って いるう ちに 急に 

産 気づいた ので、 一人で 困り抜いて いると ころで あつ 

た。 女 は 神様に でも 逢った ように 喜んで、 

「どうか 私 を 助けてく ださい ませ」 と 云った。 女 は 阿 



「鍛冶屋さん は 知るまい が、 私 は 昔 この辺に 来た こと 

が あるから、 お前さんの 家 も 好く 知って おる、 お 父 さ 

んも お母さん も、 まだに 達者 かな」 

「親爺 は、 六 年 前に 死に ましたが、 母 はま だ 生きて お 

r ノ ます _- 

「そうか、 お父さん は 年に 不足 もなかろ うが、 それ は 

惜しい こと をした、 お母さん は 達者 かな」 

「どうも 達者す ぎて こまります」 

「それ は 目 出たい、 今日は 留守の よう だな」 

「いや、 昨夜、 遅く 便所へ 往 きょって、 ひっくりかえつ 

て 鍋で 額 を 怪我して、 裏の 木炭 納屋で 寝て おります」 
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